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「道路ふれあい月間」

『
ゆ
ず
り
合
い

咲
く
笑
顔
』

心
や
道
に

２ 1０
611

　

理
事
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

古
賀
誠
会
長
が
挨
拶
さ
れ
た
。

「
理
事
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃

か
ら
当
会
議
の
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
わ
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

か
ら
、
幹
部
の
皆
様
に
ご
臨
席

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
、
本
日
お
集
ま
り

の
皆
様
の
日
常
生
活
や
仕
事

に
、
そ
し
て
日
本
の
経
済
活
動

等
に
大
き
な
影
響
が
出
て
き
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
な
ん
と
か

持
ち
直
し
て
き
て
い
る
兆
し
が

見
え
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
７
月
豪
雨
、

そ
し
て
今
月
に
は
台
風
10
号
が

九
州
地
方
を
中
心
に
大
き
な
被

害
を
も
た
ら
せ
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
地
の
早
急
な
復

旧
と
生
活
の
再
建
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
自
然

災
害
が
頻
発
す
る
中
、
災
害
に

強
い
強
靭
な
国
土
づ
く
り
の
必

要
性
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
る
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
３
か
年

緊
急
対
策
」
に
引
き
続
き
、
令

和
３
年
度
以
降
も
、
そ
の
対
象

事
業
を
拡
充
し
た
う
え
で
、
新

た
な
５
か
年
計
画
を
策
定
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、

ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
の
各
事

業
者
か
ら
の
渋
滞
箇
所
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
な
ど
の
要
望

に
つ
い
て
も
、
お
か
げ
さ
ま
で

そ
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
土
交
通
省

の
皆
様
に
感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
の
全
国
大
会

は
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
の
皆
様
方
に
は
、
準
備

等
で
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
会
員
各
位
の
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

冒
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
」

　

続
い
て
、
佐
藤
信
秋
会
長
特

別
補
佐
、
吉
岡
幹
夫
道
路
局
長

が
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
道

路
局
よ
り
道
路
行
政
に
関
す
る

情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
古
口
達
也
副
会

長
（
栃
木
県
茂
木
町
長
）
が
会

長
の
職
務
を
代
行
し
議
長
を
務

め
た
。

　

は
じ
め
に
第
70
回
全
国
大
会

の
準
備
状
況
に
つ
い
て
、
久
保

田
利
雄
福
岡
県
道
路
協
会
事
務

局
長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
第
70
回
全
国
大
会

附
議
事
項
で
あ
る
、
役
員
の
一

部
改
選
、
要
望
事
項
、
要
望
事

項
に
基
づ
い
た
決
議
案
及
び
特

別
決
議
案
を
審
議
し
、
原
案
の

通
り
承
認
さ
れ
、
全
国
大
会
へ

附
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

次
に
第
71
回
全
国
大
会
を
長

野
県
で
開
催
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
坂
下
伸
弘
長
野
県
建
設
部

参
事
兼
道
路
建
設
課
長
よ
り
提

案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

地
方
の
要
望
に
応
じ
て
道
路
整

備
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
る
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
緊
要

な
経
費
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

所
要
の
要
望
を
行
う
と
し
て
い

る
。

【
は
じ
め
に　

～
道
路
の
機
能

と
目
指
す
べ
き
社
会
像
～
】

《
１
．
道
路
の
機
能
》

（
１
）
人
・
地
域
を
つ
な
ぐ

　

道
路
は
、
人
や
地
域
を
相
互

に
つ
な
ぎ
、
人
・
モ
ノ
・
情
報

の
移
動
を
支
援
す
る
。

　

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
等
の

日
常
生
活
の
移
動
や
、
レ
ジ
ャ

ー
や
観
光
な
ど
広
域
的
な
人
の

移
動
を
支
え
る
。
ま
た
、
食

料
品
や
日
用
品
な
ど
の
生
活

物
資
、
農
林
水
産
品
や
工
業
製

品
な
ど
の
モ
ノ
の
輸
送
を
支
え

る
。
さ
ら
に
、
道
路
に
敷
設
さ

れ
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
は
多
量

の
情
報
を
運
ぶ
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
救
急

救
命
、
救
援
物
資
の
運
搬
を
支

え
る
、
人
々
の
命
と
く
ら
し
を

守
る
生
命
線
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
は
、
人
の
移
動
は
激
減
し
た

が
、
国
民
の
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
を

支
え
た
の
は
モ
ノ
と
情
報
の
流

れ
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報
の

移
動
に
よ
り
、
地
域
・
ま
ち
が

つ
な
が
っ
て
、
国
民
生
活
や
経

済
活
動
が
営
ま
れ
る
。

　

平
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず
安

定
し
た
人
・
モ
ノ
・
情
報
の
移

動
を
確
保
す
る
た
め
に
、
近
年

の
技
術
革
新
も
踏
ま
え
、
道
路

の
更
な
る
機
能
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

○
旅
客
輸
送
（
人
）
の
自
動

車
分
担
率
１
：
約
77
％
（
う
ち

１
０
０
㎞
未
満
の
国
内
旅
客
輸

送
（
人
）
の
自
動
車
分
担
率
約

96
％
）

○
貨
物
輸
送
（
ト
ン
）
の
自
動

車
分
担
率
２
：
約
84
％
（
う
ち

１
０
０
㎞
以
下
の
貨
物
輸
送

（
ト
ン
）
に
お
け
る
自
動
車
分

担
率
： 

約
94
％
）

○
品
目
別
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
分

担
率
２
：
野
菜
・
果
物
約
96
％ 

水
産
品
約
99
％ 

衣
服
・
身
の

回
り
品
約
99
％

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
速
道

路
の
交
通
状
況
３
：
小
型
車
は

最
大
８
割
減
、
大
型
車
は
最
大

２
割
減
（
前
年
比
）

（
２
）
地
域
・
ま
ち
を
創
る

　

道
路
は
、
地
域
・
ま
ち
の
骨

格
を
つ
く
り
、
環
境
・
景
観
を

形
成
し
、
日
々
の
暮
ら
し
や
経

済
活
動
等
を
支
え
る
環
境
を
創

出
す
る
。

　

地
域
・
ま
ち
の
中
の
人
・
モ

ノ
の
流
れ
を
整
流
化
し
、
人
々

が
滞
在
し
交
流
す
る
賑
わ
い
の

場
や
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
光

フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
収
容
場
所
と
し
て
も
活
用

さ
れ
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
お

い
て
は
、
避
難
場
所
等
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
道
路
は
人
々
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
場
で

あ
っ
た
が
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
そ
の
機
能

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
空
間
の

利
活
用
の
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て

き
て
お
り
、
よ
り
一
層
魅
力
的

な
地
域
・
ま
ち
を
創
造
す
る
た

め
、
地
域
の
創
意
工
夫
で
道
路

を
柔
軟
に
利
活
用
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
国
土
に
占
め
る
道
路
面
積
４

：
約
１
１
０
万
ｈ
ａ
（
国
土
面

積
の
約
３
％
、
秋
田
県
の
面
積

相
当
）

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
道
路
占

用
割
合
５
：
電
気
管
路
１
０
０

％
、
通
信
管
路
約
96
％
、
ガ
ス

約
91
％
、
上
下
水
道
１
０
０

％
、
地
下
鉄
約
77
％

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
沿
道
飲

食
店
等
の
路
上
利
用
の
占
用
許

可
基
準
の
緩
和
６
：
直
轄
国
道

13
カ
所
で
実
施
（
令
和
２
年
８

月
末
時
点
）
、
全
47
都
道
府
県

・
20
政
令
指
定
都
市
で
も
同
様

の
措
置

［
出
典
］

１
：
国
土
交
通
省
「
第
６
回
全

国
幹
線
旅
客
純
流
動
調
査
」

２
０
１
５
年

２
：
国
土
交
通
省
「
第
10
回

全
国
貨
物
純
流
動
調
査
」

　

は
じ
め
に
、
立
谷
秀
清
道
路

整
備
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会

副
会
長
（
福
島
県
相
馬
市
長
）

が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
国
土
交
通
省
か
ら

岸
川
総
務
課
長
、
山
本
企
画
課

長
、
荒
瀬
環
境
安
全
・
防
災
課

長
が
出
席
し
、
道
路
関
係
の
令

和
３
年
度
概
算
要
求
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
説

明
終
了
後
に
は
質
疑
応
答
や
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
道
路
利
用
者
会
議
は
、
去
る
９
月
18
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
の
全
社
協
・
灘
尾

ホ
ー
ル
に
お
い
て
理
事
会
を
開
催
し
、
来
る
10
月
15
日
（
木
）
開
催
予
定
の
第
70
回
全
国
大

会
の
附
議
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

全
国
道
路
利
用
者
会
議　

理
事
会
開
催

新たな五カ年計画の策定と必要な予算の確保を！

　

10
月
12
日
（
月
）
、
東
京
都

千
代
田
区
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度

道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
概
要

説
明
会
が
、
全
国
道
路
利
用
者

会
議
・
道
路
整
備
促
進
期
成
同

盟
会
全
国
協
議
会
の
共
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
た
。

　

利
用
者
会
議
関
係
の
地
方
会

議
、
特
別
会
員
、
道
路
ユ
ー
ザ

ー
団
体
及
び
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
全
国
協
議
会
関
係
者

等
約
２
０
０
名
が
参
加
し
た
。

２
０
１
５
年

３
、５
、６
：
国
土
交
通
省
道
路

局
調
べ

４
：
道
路
面
積
：
国
土
交
通
省

「
道
路
統
計
年
報
２
０
１
９
」

国
土
面
積
、
秋
田
県
面
積
：
国

土
地
理
院
「
平
成
30
年
全
国
都

道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
」

〈
６
面
に
続
く
〉

令
和
３
年
度道路

関
係
予
算
概
算
要
求
概
要
説
明
会

　

国
土
交
通
省
は
、
９
月
25
日

に
令
和
３
年
度
予
算
概
算
要
求

概
要
を
公
表
し
た
。

　

道
路
関
係
の
予
算
概
算

要
求
概
要
は
、
事
業
費

４
兆
８
，
２
８
６
億
円
（
対

前
年
度
比
０
・
98
）
、
国
費

２
兆
４
７
５
億
円
（
対
前
年
度

比
１
・
00
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

事
業
別
で
は
、
直
轄
事
業
の

事
業
費
及
び
国
費
が
１
兆
５
，

８
１
４
億
円
（
対
前
年
度
比

１
・
00
）
、
補
助
事
業
の
事
業

費
が
７
，
９
１
３
億
円
（
対

前
年
度
比
１
・
00
）
、
国
費
が

４
，
５
５
６
億
円
（
対
前
年
度

比
１
・
00
）
、
有
料
道
路
事

業
等
の
事
業
費
が
２
兆
４
，

５
６
０
億
円
（
対
前
年
度
比

０
・
97
）
、
国
費
が
１
０
６
億

円
（
対
前
年
度
比
０
・
83
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
、
防
災
・
安
全
交

付
金
（
国
費
７
，
８
４
７
億

円
）
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
（
国
費
７
，
２
７
７
億

円
）
が
あ
り
、
地
方
の
要
望
に

応
じ
て
道
路
整
備
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
と

し
て
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
国
費
77
億
円
）
が
あ
り
、

令和３年度
道路関係予算概算要求概要

事業費　4兆8,286億円（対前年度比0.98）
国　費　2兆475億円（対前年度比1.00）


